
 

 

容器包装リサイクルのフローの透明化等に関する検討会について 

 

 

１．設置趣旨 

○容器包装の利用事業者や容器の製造等事業者、消費者等に一定の役割を担わせることと

している容器包装リサイクル法のシステムでは、消費者の分別排出が欠かせず、また、

容器包装リサイクル法に基づく分別収集とリサイクルの進展に伴い、消費者のリサイク

ルへの意識は年々高くなっていることから、プラスチック製容器包装を始めとした容器

包装のリサイクルについて、更に信頼性を高めていくことが重要である。 

 

○こうした観点から、容器包装リサイクルのフローの透明化等に関する検討会を設置し、

再資源化の流れの透明性の向上等に関する課題及び方策を検討し、一定の結論を得るこ

ととした。 
 
○検討内容は以下のとおり。 

① リサイクルの流れの実態の把握 
② リサイクルの流れを透明化することが必要な範囲及びその方法 
③ 容器包装リサイクル製品の一層の活用 
④ 関係者の役割の在り方 

 
２．検討状況  

○検討会の開催状況 
◆第 1 回（平成 20 年 7 月 30 日（水）） 

議題：① 容器包装リサイクルのフローの透明化等に関する検討会での検討の進

め方について 
   ② その他 

◆第 2 回（平成 20 年 12 月 9 日（火）） 
  議題：① プラスチック製容器包装の再商品化に関する実態調査結果について 
     ② 容器包装リサイクルのフローの透明化等に関する検討会 今後の検討

について 
     ③ その他 
◆第 3 回（平成 21 年 3 月 16 日（月）） 
  議題：①（財）日本容器包装リサイクル協会におけるプラスチック製容器包装の

再商品化に係る確認について 
     ②容器包装リサイクルのフローの確認と情報公開の在り方について 
     ③その他 
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○第 1 回検討会後に、再商品化事業者に対してプラスチック製容器包装の再商品化に関す

るアンケートを実施し、第 2 回検討会では、アンケート結果を踏まえた今後の検討課題

について議論が行われた。また、今後の進め方については、本年夏までに中間取りまと

めを行い、その後、実施できるものから速やかに実施することとなった。 
 
○第 3 回検討会では、情報提供や情報公開の範囲等に関する消費者アンケートの結果及び

容リ協会で行われているデータの確認と公表について報告するとともに、リサイクルの

フローの確認と情報公開の在り方について議論が行われた。具体的には、確認と情報公

開のそれぞれについて、以下のような論点について議論を行った。 
 

 （確認について） 

・どの主体にまで、リサイクルしたかの確認が必要か。 それぞれの主体ごとにどのよ

うな内容を確認する必要があるか。  

・上記のフローの確認作業の担保措置はいかにあるべきか。 

 

 （情報公開について） 

  ・フローの確認のために得た情報をどこまで公開する必要があるか。消費者等の信頼

性向上を図るためにどのような情報が求められているか。  

・消費者等の信頼性の向上と再商品化製品の利用拡大のバランスを図る観点から、ど

こまでの情報公開が可能か。      

・情報公開を促すため、再商品化製品の利用によるメリットとしていかなる措置があ

るか。  
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